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一
、
は
じ
め
に

筆
者
は
嘗
て
幕
末
の
思
想
家
佐
久
間
象
山
（
一
八
一
一
〜
一
八
六
四
）
の
琴
学
に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
像
を
考
察
し
た（

1
）。
天
保
九
年
（
一

八
三
八
）
象
山
は
『
琴
録
』
十
篇
三
冊
を
編
纂
し
た
が
、
当
初
『
琴
録
』
の
所
在
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
間
接
的
に
『
象
山

全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
琴
録
序
」
と
「
琴
録
後
序
」
に
基
づ
い
て
象
山
の
編
纂
意
図
な
ど
を
推
察
す
る
よ
り
他
に
方
法
が
な
か
っ

た
。『
琴
録
』
は
十
篇
か
ら
成
り
、
篇
名
は
そ
れ
ぞ
れ
「
琴
原
」「
琴
体
」「
琴
声
」「
琴
律
」「
琴
度
」「
琴
調
」「
琴
理
」「
琴
致
」「
琴
訣
」

「
琴
記
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
象
山
の
編
纂
意
図
が
「
士
大
夫
」
に
律
呂
・
声
調
の
知
識
を
普
及
さ
せ
、
古
楽
の
礼
楽
的
役
割
を

伝
え
る
点
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、『
琴
録
』
に
関
す
る
具
体
的
な
考
察
や
、
象
山
が
『
琴
録
』
を
通
し
て
い
か
に
自
分

の
礼
楽
思
想
を
主
張
し
て
い
た
の
か
な
ど
、
課
題
は
多
々
残
っ
て
い
た
も
の
の
、『
琴
録
』
そ
の
も
の
が
確
認
で
き
な
い
限
り
は
詳
細
な
考

察
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
し
か
も
、『
琴
録
』
が
『
象
山
全
集
』
に
収
録
さ
れ
ず
、『
琴
録
』
の
存
在
も
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
い

な
か
っ
た（

2
）た
め
、
先
行
研
究
も
皆
無
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
筆
者
は
象
山
の
琴
学
に
関
す
る
考
察
の
過
程
で
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
『
琴
録
』
の
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

見
出
し
、
さ
ら
に
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
に
も
、
完
本
で
は
な
い
が
写
本
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ま
で
『
琴

佐
久
間
象
山
『
琴
録
』
考

―
そ
の
書
誌
学
的
考
察
を
中
心
に
―

韓

　

淑

婷
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録
』
に
つ
い
て
の
書
誌
情
報
は
不
明
確
で
あ
り
、
し
か
も
両
写
本
を
比
較
し
て
考
察
し
た
研
究
は
全
く
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
象
山

『
琴
録
』
研
究
の
第
一
歩
と
し
て
、
両
写
本
に
お
け
る
異
同
を
整
理
す
る
な
ど
の
基
本
作
業
を
通
し
て
、
両
写
本
に
つ
い
て
比
較
考
察
を

し
、
書
誌
学
の
視
点
か
ら
『
琴
録
』
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
そ
の
上
で
、『
琴
録
』
が
『
象
山
全
集
』
の
中
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
原
因

に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
い
。

二
、﹃
琴
録
﹄
の
版
本
に
つ
い
て

１
、
現
存
が
確
認
で
き
る
﹃
琴
録
﹄
の
版
本

︵
１
︶
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
﹃
琴
録
﹄

京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
佐
久
間
象
山
遺
稿
1
』
の
中
に
『
琴
録
』（
以
下
京
大
本
『
琴
録
』）
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
四
つ
目
綴

り
の
冊
子
本
で
、
上
・
中
・
下
の
三
冊
に
分
か
れ
て
い
る
。
上
冊
の
冒
頭
に
「
琴
録
序
」
と
「
琴
録
後
序
」
が
付
い
て
お
り
、
続
い
て
は

「
琴
原
」「
琴
体
」「
琴
声
」「
琴
律
」
の
四
篇
、
中
冊
は
「
琴
度
」「
琴
調
」「
琴
理
」「
琴
致
」
の
四
篇
、
下
冊
は
「
琴
訣
」「
琴
記
」
の
二

篇
と
な
っ
て
い
る
。『
琴
録
』
の
編
纂
は
経
・
伝
・
子
・
史
・
雑
書
等
の
中
国
の
典
籍
か
ら
「
琴
」
や
楽
律
に
関
連
す
る
論
述
を
採
録
し
、

典
籍
の
原
文
を
そ
の
ま
ま
抜
粋
し
て
羅
列
す
る
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
琴
声
」「
琴
律
」「
琴
度
」「
琴
調
」
の
四
篇
と
「
琴
記
」

の
一
篇
に
、「
啓
曰
」
と
い
う
形
で
象
山
の
案
語
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
案
語
以
外
、
象
山
自
身
に
よ
る
解
説
や
注
釈
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
京
大
本
『
琴
録
』
は
象
山
の
門
弟
で
あ
る
北
沢
正
誠
が
筆
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
本
文
の
中
に
墨
書
校
訂
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ

り
、
筆
跡
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
校
訂
は
正
誠
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
し
て
、
上
冊
「
琴
律
」
と
中
冊
「
琴
理
」

の
後
に
共
に
正
誠
の
案
語
（「
正
誠
案
」）
が
付
い
て
お
り
、
内
容
は
同
じ
く
清
朝
の
考
証
学
者
で
あ
る
銭
大
昕
（
一
七
二
八
〜
一
八
〇
四
）

の
著
作
『
潜
研
堂
文
集
』
よ
り
の
抜
粋
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
恵
士
奇
伝
」
の
中
に
あ
る
「
琴
笛
理
数
考
四
巻
其
略
云
」
部
分
と
「
江
先
生
永
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伝
」
の
中
に
あ
る
「
論
黄
鐘
之
宮
」
部
分
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
律
呂
」
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
上
冊
で
は
本
文
の
上
方

に
付
箋
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
付
箋
の
面
に
誤
字
の
朱
筆
校
訂
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
付
箋
に
よ
る
誤
字
の
校
訂

は
上
冊
の
み
に
見
ら
れ
、
中
冊
と
下
冊
に
は
見
ら
れ
ず
、
筆
跡
も
本
文
と
違
う
た
め
、
正
誠
以
外
の
第
三
者
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
冊
の
中
に
は
付
紙
一
枚
が
挟
ま
れ
て
お
り
、「
註
ノ
結
如
何
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

北
沢
正
誠
は
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
生
ま
れ
た
信
州
松
代
の
藩
士
で
あ
り
、
真
田
家
の
藩
士
北
沢
正
忠
の
長
子
と
し
て
、
正
忠

の
逝
去
後
十
歳
に
し
て
家
督
を
継
ぎ
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
象
山
に
入
門
し
た
。
正
誠
は
象
山
か
ら
漢
学
と
洋
学
を
学
び
、
幕
末

当
時
に
お
い
て
国
事
に
奔
走
す
る
こ
と
も
多
く
、
儒
者
の
安
井
息
軒
（
一
七
九
九
〜
一
八
七
六
）
や
塩
谷
宕
陰
（
一
八
〇
九
〜
六
七
）
ら

と
交
流
が
あ
り
、
後
の
明
治
啓
蒙
思
想
家
と
し
て
有
名
な
中
村
敬
宇
（
一
八
三
二
〜
九
一
）
と
親
交
が
あ
っ
た
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

七
月
象
山
が
京
都
で
暗
殺
さ
れ
た
後
、
正
誠
は
そ
の
事
後
処
理
に
当
た
り
、
象
山
の
残
し
た
資
料
と
遺
品
を
保
護
し
た
。
維
新
後
、
正
誠

は
政
府
の
地
理
寮
修
史
局
や
外
務
省
、
宮
内
省
に
勤
務
し
、
東
京
地
学
協
会
の
設
立
に
か
か
わ
る
な
ど
を
経
て
、
死
去
し
た
の
は
明
治
三

十
四
年
（
一
九
〇
一
）
で
六
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
二
年
後
に
そ
の
遺
品
が
遺
族
よ
り
京
都
大
学
付
属
図
書
館
に
譲
渡
さ
れ
、「
北
沢
正
誠
旧

蔵
資
料
」
と
な
る（

3
）。

『
佐
久
間
象
山
遺
稿
』
は
「
北
沢
正
誠
旧
蔵
資
料
」
の
中
に
入
っ
て
い
る
史
料
の
一
つ
で
、
正
誠
が
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
か
ら
編
著

し
た
も
の
で
あ
る
。『
遺
稿
』
は
四
つ
目
綴
の
冊
子
本
で
1
番
か
ら
24
番
ま
で
あ
り
（
20
は
欠
番
）、
内
容
は
主
に
象
山
の
詩
や
日
記
、
著

作
物
、
上
書
を
中
心
と
し
、
中
に
象
山
自
筆
と
思
わ
れ
る
原
稿
類
も
含
ま
れ
て
い
る（

4
）。
こ
の
『
佐
久
間
象
山
遺
稿
』
の
内
容
の
大
半
は
後

に
『
象
山
全
集
』
の
中
に
編
纂
さ
れ
た
が
、『
琴
録
』
は
『
全
集
』
の
中
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

︵
２
︶
東
北
大
学
狩
野
文
庫
所
蔵
﹃
琴
録
﹄

東
北
大
学
の
狩
野
文
庫
に
も
『
琴
録
』（
以
下
狩
野
本
『
琴
録
』）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
上
冊
の
一
冊
の
み
で
あ
る
。
狩
野
文
庫
の

所
蔵
目
録（
5
）に
よ
れ
ば
、『
琴
録
』
の
情
報
は
「
上
　
一
冊
　
写
本
　
佐
久
間
啓
編
　
校
訂
本
」
と
な
っ
て
い
る
。
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狩
野
文
庫
は
明
治
の
思
想
家
・
哲
学
者
で
京
都
帝
国
大
学
の
初
代
文
学
部
長
で
も
あ
っ
た
狩
野
亨
吉
氏
の
収
蔵
品
に
よ
っ
て
成
立
し
た

和
漢
古
典
を
主
体
と
す
る
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、「
古
典
の
百
科
全
書
」
や
「
江
戸
学
の
宝
庫
」
と
言
わ
れ
て
い
る（

6
）。
狩
野
本

『
琴
録
』
の
第
一
葉
に
「
狩
野
氏
図
書
記
」
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
狩
野
亨
吉
の
蔵
書
で
あ
る
こ
と
が
判
断
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
東

北
大
学
の
受
入
印
も
二
箇
所
押
さ
れ
て
お
り
、「
東
北
帝
国
大
学
図
書
館
」
と
荒
井
泰
治
氏
寄
付
の
印（
7
）が
あ
る
。
東
北
大
学
は
大
正
元
年
か

ら
昭
和
十
八
年
に
か
け
て
計
四
回
に
わ
た
っ
て
購
入
と
寄
付
に
よ
っ
て
狩
野
文
庫
を
成
立
・
完
備
さ
せ
、
そ
の
う
ち
、
大
正
元
年
の
第
一

回
は
仙
台
市
出
身
の
貴
族
院
議
員
荒
井
泰
治
の
寄
付
に
よ
っ
て
図
書
の
納
入
が
実
現
で
き
た
と
い
う（

8
）。
こ
こ
か
ら
、『
琴
録
』
は
大
正
元
年

第
一
回
の
納
入
時
に
狩
野
文
庫
に
収
納
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
ほ
か
、「
狩
野
氏
図
書
記
」
蔵
書
印
の
す
ぐ
下
に
「
仁
木
氏
図
書
」

の
蔵
書
印
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
象
山
の
琴
学
の
師
で
あ
る
仁
木
三
岳
家
と
か
か
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。

狩
野
本
『
琴
録
』
は
上
冊
の
み
で
あ
る
が
、
京
大
本
『
琴
録
』
の
上
冊
と
同
じ
く
、「
琴
録
序
」
と
「
琴
録
後
序
」
に
続
い
て
「
琴
原
」

「
琴
体
」「
琴
声
」「
琴
律
」
を
内
容
と
し
、
両
写
本
は
内
容
上
に
お
け
る
異
同
が
見
ら
れ
な
い
。
狩
野
本
『
琴
録
』
本
文
の
上
方
に
書
き
込

み
に
よ
る
誤
字
の
訂
正
が
三
か
所
（「
琴
原
」「
琴
声
」「
琴
律
」
各
一
箇
所
）
あ
り
、
本
文
の
中
に
も
見
せ
消
ち
が
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
は

筆
写
者
と
異
な
る
第
三
者
に
よ
る
も
の
か
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
主
に
「
琴
律
」
篇
に
集
中
し
て
い
る
が
、
本
文
の
上
方
に
は
頭
注
、

本
文
の
中
に
は
記
号
や
傍
書
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
主
に
楽
律
の
知
識
、
特
に
日
本
の
雅
楽
と
中
国
の
古
楽
と
の
対
照
に
関

す
る
も
の
で
、
狩
野
本
『
琴
録
』
を
読
ん
だ
人
の
書
き
込
み
か
と
推
測
さ
れ
る（

9
）。

２
、
京
大
本
﹃
琴
録
﹄
と
狩
野
本
﹃
琴
録
﹄
と
の
比
較

以
上
京
大
本
『
琴
録
』
と
狩
野
本
『
琴
録
』
の
基
本
情
報
を
見
て
き
た
が
、
次
に
両
写
本
を
対
照
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。
両
写

本
を
比
較
す
る
と
、
ま
ず
文
字
の
配
置
や
改
行
の
位
置
を
は
じ
め
、
そ
の
基
本
形
式
が
同
様
で
あ
り
、
句
読
の
場
所
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

る
こ
と
に
気
付
く
。
こ
こ
で
は
、
両
写
本
に
お
け
る
文
字
の
異
同
を
中
心
に
比
較
対
照
し
、
そ
の
結
果
を
文
末
の
【
京
大
本
『
琴
録
』（
上
）
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と
狩
野
本
『
琴
録
』（
上
）
と
の
対
照
表
】
に
ま
と
め
た
。

こ
の
表
に
お
い
て
、
京
大
本
で
は
本
文
に
お
い
て
墨
書
校
訂
さ
れ
た
箇
所
と
、
付
箋
で
訂
正
さ
れ
た
誤
字
の
箇
所
に
着
目
し
た
い
。
本

文
で
墨
書
校
訂
さ
れ
て
い
る
の
は
「
後
序
」
1
丁
表
の
「
次
之
以
琴
致
、
得
致
必
在
知
要
」、「
琴
声
」
篇
3
丁
表
の
「
啓
曰
、
縦
横
無
常

名
、
経
緯 
近 
無 

形
」（
表
記
記
号
の
使
用
は
文
末
の
表
の
凡
例
に
従
う
　
筆
者
注
、
以
下
同
）、
4
丁
裏
の
「
變
徽
生
清
宮
、
故
在
二
絃
七
絃
」、
10
丁

裏
の
「
羽
声
自
腎
交
于
髄
、
而
通 

耳 

于 

」
と
「
徽
出
于
舌
、
羽 

于 

出 

唇
」、「
琴
律
」
篇
9
丁
裏
の
「
若
以
五
声
之
位
、
得
絃
度
之
長
短
」、

10
丁
表
の
「
四
絃
属
商
、
五
絃
属
角
矣
」、
13
丁
裏
の
「
大
呂
者
建
丑
之
律
也
、
是
謂
陰
律
之
始
」
で
あ
り
、
付
箋
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
の

は
「
琴
原
」
篇
7
丁
表
の
「
秦
高
山
流
水
」（
付
箋
「
秦
奏
誤
」）（
写
真
1－1
参
照
）、
8
丁
裏
の
「
然
論
其
功
身
可
行
者
」（
付
箋
「
功
切

誤
」）、「
琴
体
」
篇
1
丁
表
の
「
成
以
壓
桑
之
絲
」（
付
箋
「
壓
檿
誤
」）、
1
丁
裏
の
「
先
襦
謂
伏
義
蔡
邕
以
九
」（
付
箋
「
襦
儒
誤
」）、「
琴

声
」
篇
3
丁
裏
の
「
故
崔
陳
之
倫
、
各
有
所
當
」（
付
箋
「
倫
論
誤
」）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
京
大
本
の
訂
正
箇
所
を
狩
野
本
で
確
認
す
る
と
、

表
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
文
字
の
挿
入
や
入
れ
替
え
、
付
箋
で
の
誤
字
修
正
は
狩
野
本
に
お
い
て
全
部
訂
正
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る

（
写
真
1－1
、
1－2
の
例
参
照
）。
且
つ
両
写
本
の
基
本
形
式
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
狩
野
本
は
京
大
本
を
写
し
て
い
る
可
能
性

も
出
て
く
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
箇
所
に
注
目
し
た
い
。

ま
ず
京
大
本
「
琴
体
」
3
丁
裏
の
「 

清 

晴 

而
雨
濁
」（
写
真
2－1
参
照
）
は
、
狩
野
本
で
は
「 

晴 

清 

而
雨
濁
」（
写
真
2－2
参
照
）
と
な
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
京
大
本
の
「
清
」
と
「
晴
」
と
の
入
れ
替
え
の
箇
所
を
、
狩
野
本
で
は
も
と
も
と
正
し
く
写
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
却
っ
て
入
れ
替
え
の
記
号
を
用
い
て
不
要
な
修
正
を
し
て
い
る
。
次
に
京
大
本
「
琴
声
」
11
丁
裏
の
「
角
為
天
三
本
」
は
、
狩

野
本
で
は
「
角
為
天
三
本
」（
頭
注
「
本
木
誤
」）
と
な
っ
て
お
り
、
京
大
本
に
見
ら
れ
な
い
文
字
の
修
正
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
京
大
本

「
琴
律
」
1
丁
裏
の
「
無
射
四
寸
八
分
八
釐
四
毫
八
絲
」
の
箇
所
で
は
「
四
毫
」
の
二
文
字
を
挿
入
し
て
い
る
が
、
狩
野
本
で
は
全
く
反
映

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
最
後
に
「
琴
律
」
8
丁
表
の
「
故
第
三
音
為
角
声
分
者
、
不
應
姑
洗
也
」
の
箇
所
は
、「
也
」
の
文
字
に

つ
い
て
京
大
本
で
は
付
箋
で
「
也
之
誤
」
と
訂
正
さ
れ
て
お
り
、
狩
野
本
で
は
頭
注
の
部
分
に
同
じ
く
「
也
之
誤
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
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つ
ま
り
、
京
大
本
に
お
い
て
付
箋
で
訂
正
さ
れ
た
「
也
」
の
誤
字
に
つ
い
て
、
狩
野
本
で
は
本
文
中
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

両
写
本
に
お
け
る
以
上
の
齟
齬
か
ら
み
れ
ば
、
や
は
り
狩
野
本
が
京
大
本
を
直
接
写
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
京
大
本
と
狩
野
本
と
は
同

じ
祖
本
に
拠
っ
た
と
判
断
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
両
写
本
に
お
け
る
次
の
箇
所
か
ら
、
京
大
本
も
狩
野
本
も
そ
れ
ぞ
れ
の
底
本
に
忠
実
に
従
お
う
と
す
る
意
図
が
伺
え
る
。「
琴

原
」
1
丁
裏
の
「
故
宮
動
脾
而
和
正
聖
、（
中
略
）
下
以
變
化
黎
庶
也
」
に
つ
い
て
、
京
大
本
も
狩
野
本
も
頭
注
に
「
此
一
段
可
削
」
と
あ

る
。
お
そ
ら
く
こ
の
「
此
一
段
可
削
」（
此
の
一
段
削
る
べ
し
）
の
頭
注
は
も
と
も
と
底
本
に
も
あ
っ
た
も
の
で
、
京
大
本
も
狩
野
本
も
底

本
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
直
接
本
文
に
お
い
て
こ
の
一
段
を
削
除
し
た
の
で
は
な
く
、
元
の
訂
正
形
式
、
つ
ま
り
頭

注
の
文
言
を
保
留
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
京
大
本
で
は
誤
字
の
訂
正
や
書
き
込
み
（「
琴
原
」
1
丁
裏
の
（
付
箋
）「
可
収
于
理
」）

も
含
め
て
、
ほ
か
の
と
こ
ろ
で
は
す
べ
て
付
箋
で
示
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
だ
け
頭
注
で
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
京
大
本

で
は
底
本
に
あ
っ
た
頭
注
を
そ
の
ま
ま
反
映
さ
せ
、
誤
字
の
訂
正
を
す
る
際
に
底
本
に
あ
っ
た
頭
注
と
区
別
す
る
た
め
に
、
直
接
頭
注
を

付
け
る
と
い
う
方
式
で
は
な
く
、
付
箋
を
付
け
る
と
い
う
方
式
を
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

次
は
「
琴
律
」
7
丁
表
の
「「
啓
曰
（
中
略
）
嘗
讀
律

正
義
・
琴
旨
・
二
書
」、
19
丁
表
の
「
啓
曰
、
此
篇
已
名
以
琹
律
」
と
19
丁
裏

の
「
以
究
律
之
呂
義
、
如
此
」
の
三
か
所
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
三
か
所
は
共
に
象
山
の
案
語
で
、
京
大
本
と
狩
野
本
で
は
形
式
も
文
字

も
一
致
し
相
異
が
見
ら
れ
な
い
。
ま
ず
7
丁
表
の
「

」
と
19
丁
表
の
「
琹
」
の
文
字
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
呂
」
と
「
琴
」
の
俗
字

に
当
り
、「
呂
」
と
「
琴
」
の
二
文
字
は
『
琴
録
』
に
お
い
て
繰
り
返
し
出
て
い
る
字
で
あ
る
が
、
ほ
か
の
と
こ
ろ
で
は
す
べ
て
正
字
の

「
呂
」
と
「
琴
」
で
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
京
大
本
で
も
狩
野
本
で
も
こ
の
象
山
の
案
語
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
だ
け
俗
字
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
19
丁
裏
の
「
以
究
律
之
呂
義
」
の
一
句
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
「
以
究
律
呂
之
義
」
の
間
違
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
律

呂
」
と
は
「
音
律
」
の
意
味
で
、
六
律
六
呂
で
合
わ
せ
て
「
十
二
律
呂
」
が
あ
り
、
奇
数
番
目
の
六
つ
の
音
律
を
「
律
」、
偶
数
番
目
の
六

つ
の
音
律
を
「
呂
」
と
言
い
、
こ
こ
で
は
「
以
て
律
呂
の
義
を
究
む
」
の
方
が
文
脈
の
意
味
が
通
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、
京
大
本
も
狩
野
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本
も
「
以
究
律
呂
之
義
」
の
間
違
い
で
あ
る
「
以
究
律
之
呂
義
」
と
写
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
案
語
は
直
接
象
山
の
考
え
方
を
反
映

で
き
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
京
大
本
も
狩
野
本
も
そ
れ
に
忠
実
に
従
お
う
と
し
、
文
字
に
つ
い
て
も
元
の
俗
字
の
形
を
そ
の
ま
ま
守
り
、

し
か
も
底
本
に
あ
っ
た
語
句
の
間
違
い
も
そ
の
ま
ま
守
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
狩
野
本
『
琴
録
』
は
京
大
本
か
ら
写
し
た
の
で
は
な
く
、
京
大
本
と
同
一
祖
本
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
且

つ
両
写
本
の
句
読
点
も
祖
本
の
も
の
を
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
両
写
本
は
そ
れ
ぞ
れ
の
底
本
に
忠
実
に
従
お
う
と
し
た
も
の
の
、
狩

野
本
は
全
体
的
に
抄
写
の
ミ
ス
が
多
く
、
且
つ
「
序
」
2
丁
表
の
「
但
恨
家
少
蔵
書
、
多
所
遺
漏
尋
有
所
得
當
續
書
之
誠
頗
同
好
之
君
子

肯
就
此
而
有
考
焉
」
や
「
琴
体
」
1
丁
表
の
「
義
削
桐
為
琴
面
、
圓
法
天
、」
の
よ
う
な
句
読
点
が
打
た
れ
て
い
な
い
か
間
違
っ
て
い
る
箇

所
も
見
ら
れ
る
。
総
じ
て
い
え
ば
、
狩
野
本
と
比
べ
て
京
大
本
が
よ
り
祖
本
を
再
現
し
た
と
い
う
印
象
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

３
、
信
濃
教
育
会
に
お
け
る
﹃
琴
録
﹄
所
蔵
の
記
録

『
琴
録
』
京
大
本
と
狩
野
本
以
外
に
、
信
濃
教
育
会
も
『
琴
録
』（
以
下
信
濃
本
『
琴
録
』）
の
所
蔵
と
か
か
わ
る
記
録
が
あ
る
た
め
、
次

に
信
濃
教
育
会
を
め
ぐ
る
事
例
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

信
濃
教
育
会
編
集
の
『
象
山
全
集
』（
大
正
二
年
）
と
『
増
訂
象
山
全
集
』（
昭
和
十
年
）
所
収
「
佐
久
間
象
山
先
生
年
譜
」
の
天
保
九

年
（
一
八
三
八
）
十
一
月
の
項
に
、「（
象
山
　
筆
者
注
）
此
の
月
琴
録
十
篇
三
冊
を
撰
す
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
記
述
の
後
に
割
注
で
「
写

本
信
濃
教
育
会
に
蔵
す
」（「
年
譜
」、『
全
集
』
巻
一
、
二
一
頁
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
信
濃
教
育
会
に
も
『
琴
録
』
の
写
本
が
所
蔵
さ

れ
て
い
た
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
信
濃
教
育
博
物
館
に
お
い
て
は
『
琴
録
』
の
所
蔵
が
確
認
で
き
な
い
。

同
博
物
館
に
は
当
時
象
山
の
全
集
を
編
纂
す
る
際
の
関
連
史
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
佐
久
間
象
山
関
係
写
本
や
研
究
書
、
手
記
類
、
象
山

会
（
象
山
祭
、
象
山
の
遺
品
遺
墨
の
展
示
・
出
版
な
ど
に
関
わ
る
会
）
の
日
誌
、
配
本
・
会
計
関
係
書
類
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
中
で
特
に

注
目
さ
れ
る
の
は
象
山
会
の
日
誌
で
、
日
誌
の
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
項
の
中
に
次
の
よ
う
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
。



－ 23 －

十
一
月
十
九
日 

三
井
円
二
郎
京
都
へ
出
張

十
二
月
十
四
日 

三
井
円
二
郎  

昨
夜
京
都
ヨ
リ
帰
ル

 
 

 
 

 
 

 

蒐
集
材
料
左
ノ
如
シ

 
 

 
 

 
 

 
 

琴
録 

三
冊
　
象
山
文
浄
稿
ノ
内

 
 

 
 

 
 

 
 

（
中
略
）

十
二
月
廿
日 
京
大
図
書
館
ヨ
リ
借
用
ノ
琴
録
三
冊
鞜
野
日
記
一
冊
書
留
郵
便
ニ
テ
返
送
礼
状
ヲ
添
フ

こ
の
記
録
か
ら
、
象
山
会
の
三
井
円
二
郎
が
京
大
図
書
館
所
蔵
の
佐
久
間
象
山
関
係
史
料
を
借
用
し
、
そ
の
中
に
『
琴
録
』
も
入
っ
て

お
り
、
借
用
か
ら
の
一
週
間
ほ
ど
後
に
『
琴
録
』
三
冊
が
京
大
に
返
送
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
正
二
年
の
『
象
山
全
集
』、
そ
し
て
昭

和
十
年
の
『
増
訂
象
山
全
集
』
の
「
象
山
年
譜
」
を
編
纂
し
た
の
は
、
い
ず
れ
も
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
象
山
会
の
三
井
円
二
郎
で
あ
っ
た
。

「
象
山
年
譜
」
に
お
け
る
『
琴
録
』
の
写
本
が
「
信
濃
教
育
会
に
蔵
す
」
と
の
記
述
か
ら
考
え
れ
ば
、
明
治
四
十
五
年
京
大
か
ら
『
琴
録
』

を
借
用
し
た
当
初
、
象
山
会
で
は
京
大
本
『
琴
録
』
三
冊
を
写
し
た
は
ず
で
あ
り
、
信
濃
本
『
琴
録
』
と
い
う
も
の
が
実
際
存
在
し
た
は

ず
で
あ
る
。
仮
に
信
濃
本
『
琴
録
』
と
京
大
本
『
琴
録
』
と
が
同
一
の
書
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
既
に
京
大
に
返
還
さ
れ
た
は
ず
で

あ
り
、
京
大
か
ら
『
琴
録
』
を
収
集
し
た
三
井
円
二
郎
が
後
に
『
琴
録
』
の
写
本
に
つ
い
て
「
信
濃
教
育
会
に
蔵
す
」
と
書
い
て
い
る
こ

と
と
矛
盾
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
京
大
所
蔵
の
京
大
本
『
琴
録
』
と
別
に
、
信
濃
教
育
会
に
も
『
琴
録
』
の
写
本
が
あ
っ
た
も
の
と
判
断

で
き
る
。
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三
、﹃
象
山
全
集
﹄
の
編
纂
と
﹃
琴
録
﹄

前
述
し
た
通
り
、
京
大
本
『
琴
録
』
を
収
録
し
た
『
佐
久
間
象
山
遺
稿
』
は
「
北
沢
正
誠
旧
蔵
資
料
」
の
一
つ
で
、
そ
の
内
容
の
大
半

は
後
に
『
象
山
全
集
』
の
中
に
編
纂
さ
れ
た
が
、『
琴
録
』
は
『
全
集
』
の
中
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
未
収
録
と
な
っ

た
原
因
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

初
版
の
『
象
山
全
集
』
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
九
月
象
山
五
十
年
祭
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
信
濃
教
育
会
よ
り
二
分
冊
で
発
行

さ
れ
た
が
、『
琴
録
』
に
つ
い
て
は
全
集
の
例
言
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一 

先
生
の
著
書
、
本
書
収
む
る
と
こ
ろ
の
外
に
、
増
訂
荷
蘭
語
彙
、
琴
録
、
文
公
短
牘
、
卲
康
節
先
生
文
集
、
春
秋
辞
命
準
縄
、
四

書
経
注
旁
釈
、
春
秋
占
筮
書
補
正
、
洪
範
今
解
、
度
学
津
梁
、
雨
災
雑
記
、
琴
譜
等
あ
り
。
然
れ
ど
も
、
春
秋
占
筮
書
補
正
以
下

五
書
は
今
逸
し
て
傳
は
ら
ず
、
其
他
も
頁
の
都
合
上
此
れ
を
割
愛
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
に
至
り
し
を
遺
憾
と
す
。

こ
こ
か
ら
、
全
集
を
編
纂
す
る
際
に
分
量
や
頁
の
都
合
上
、『
琴
録
』
が
割
愛
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、『
琴
録
』
と
同
じ
く
省
略
さ
れ

た
の
は
、『
増
訂
荷
蘭
語
彙
』、『
文
公
短
牘
』、『
卲
康
節
先
生
文
集
』、『
春
秋
辞
命
準
縄
』、『
四
書
経
註
傍
釈
』、『
春
秋
占
筮
書
補
正
』、

『
洪
範
今
解
』、『
度
学
津
梁
』、『
雨
災
雑
記
』、『
琴
譜
』
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
う
ち
、『
春
秋
占
筮
書
補
正
』
以
下
五
つ
の
書

物
は
散
逸
し
て
伝
わ
ら
な
か
っ
た
。
残
り
の
六
つ
の
内
『
琴
録
』
以
外
の
書
物
に
つ
い
て
、『
増
訂
荷
蘭
語
彙
』
は
象
山
が
オ
ラ
ン
ダ
辞
書

の
『
ハ
ル
マ
』
に
基
づ
い
て
新
た
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
り）

₁₀
（

、『
文
公
短
牘
』
と
『
卲
康
節
先
生
文
集
』
は
そ
れ
ぞ
れ
象
山
が
朱
熹
と
北
宋

の
学
者
で
あ
る
卲
雍
の
著
作
か
ら
採
録
し
て
編
纂
し
た
も
の
、『
春
秋
辞
命
準
繩
』
は
象
山
が
『
春
秋
内
伝
』『
春
秋
外
伝
』
に
お
け
る
外

交
辞
令
を
抽
出
し
て
自
分
の
考
え
方
も
加
え
て
編
纂
し
た
も
の
、『
四
書
経
註
傍
釈
』
は
象
山
が
藩
命
に
よ
っ
て
四
書
に
つ
い
て
注
点
を
施
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し
た
も
の
で
あ
る）

₁₁
（

。
つ
ま
り
、『
琴
録
』
も
含
め
た
こ
れ
ら
書
物
は
、
象
山
が
直
接
著
し
た
著
作
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
彼
が
何
ら
の
意
図

を
持
っ
て
作
成
し
た
編
纂
物
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
象
山
の
原
著
と
比
し
て
直
接
象
山
の
考
え
方
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
く
、
且
つ
分

量
的
に
も
紙
幅
を
占
め
る
た
め
、
全
集
に
は
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
大
正
二
年
版
の
『
象
山
全
集
』
は
象
山
五
十
年
祭
に
合
わ
せ
て
十
五
か
月
の
短
期
間
で
編
纂
さ
れ
た
が
故
に
、
誤
植
な
ど
の
ミ
ス

が
多
く
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
か
ら
十
年
に
か
け
て
新
た
に
増
補
・
訂
正
さ
れ
た
『
増
訂
象
山
全
集
』
が
五
分
冊
で
同
信
濃
教
育
会

よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
増
訂
版
全
集
に
は
『
琴
録
』
は
な
お
も
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
凡
例
に
あ
る
未
収
録
の
理
由
が
若
干
変
わ
り
、
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一 

先
生
の
著
書
、
本
書
収
む
る
と
こ
ろ
の
外
に
、
増
訂
荷
蘭
語
彙
、
琴
録
、
文
公
短
牘
、
卲
康
節
先
生
文
集
、
春
秋
辞
命
準
縄
、
春

秋
占
筮
書
補
正
、
洪
範
今
解
、
度
学
津
梁
、
雨
災
雑
記
等
あ
り
。
然
れ
ど
も
、
春
秋
占
筮
書
補
正
以
下
の
書
は
、
逸
し
て
傳
は
ら

ざ
る
が
如
く
、
其
の
他
も
、
種
種
の
都
合
に
よ
り
此
れ
を
割
愛
し
た
り
。

こ
の
増
訂
版
全
集
の
凡
例
は
大
正
版
全
集
の
例
言
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
が
、
た
だ
し
、『
四
書
経
註
傍
釈
』
と
『
琴

譜
』
が
未
収
録
の
書
物
の
中
か
ら
消
え
て
い
る
。
前
者
の
『
四
書
経
註
傍
釈
』
に
つ
い
て
は
「
大
学
」
の
部
の
み
が
現
存
さ
れ
、
前
述
し

た
京
大
所
蔵
の
『
佐
久
間
象
山
遺
稿
16
』
と
な
っ
て
お
り
、
増
訂
版
全
集
の
巻
一
に
写
真
の
影
印
で
新
た
に
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
収
録
の

理
由
に
つ
い
て
、「
先
生
の
自
筆
本
に
て
頗
る
珍
と
す
べ
き
も
の
な
る
が
故
に
、
其
真
面
目
を
伝
へ
ん
が
為
に
特
に
乞
う
て
写
真
版
と
し
た

る
も
の
な
り
。」（『
全
集
』
巻
一
、「
四
書
経
註
傍
釈
　
大
学
」
前
注
）
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
象
山
の
自
筆
本
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
影
印
を
敢
て

収
録
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
後
者
の
『
琴
譜
』
に
つ
い
て
は
、
象
山
の
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
「
滄
浪
漁
者
」
の
名
で
改
訂
し
た

琴
士
浦
上
玉
堂
の
琴
譜
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
筆
者
は
推
測
す
る
が
、『
琴
譜
』
の
記
述
が
凡
例
か
ら
省
か
れ
た
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
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次
に
、
増
訂
版
全
集
で
『
琴
録
』
を
含
め
た
象
山
の
編
纂
物
が
割
愛
さ
れ
た
理
由
に
関
す
る
記
述
に
注
目
し
た
い
。
大
正
版
全
集
で
は

「
頁
の
都
合
上
此
れ
を
割
愛
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
に
至
り
し
を
遺
憾
と
す
」
と
し
、
明
ら
か
に
紙
幅
や
分
量
な
ど
形
式
の
理
由
を
述
べ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
増
訂
版
全
集
で
は
「
種
種
の
都
合
に
よ
り
此
れ
を
割
愛
し
た
り
」
と
な
り
、
未
収
録
の
理
由
が
ぼ
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

読
め
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
増
訂
版
全
集
の
編
纂
背
景
か
ら
そ
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。
原
田
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
年
に
お

け
る
『
象
山
全
集
』
の
増
補
・
発
刊
は
、
同
じ
く
幕
末
期
に
活
躍
し
た
松
代
藩
藩
士
長
谷
川
昭
道
の
全
集
の
刊
行
と
同
時
に
行
わ
れ
、
当

時
の
「
国
体
」
教
育
思
想
の
下
で
、「
維
新
開
国
進
取
の
気
運
を
開
導
し
た
」
佐
久
間
象
山
と
「
維
新
初
頭
皇
道
教
育
の
基
礎
確
立
に
貢
献

し
た
る
」
長
谷
川
昭
道
の
思
想
を
彰
顕
す
る
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
全
集
を
刊
行
す
る
意
図
で
あ
っ
た）

₁₂
（

。
一
方
、『
琴
録
』
は
象
山
の
琴
学

思
想
や
楽
律
思
想
を
反
映
す
る
も
の
の
、「
維
新
開
国
進
取
の
気
運
」
と
い
う
皇
国
教
育
の
気
風
と
は
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
且

つ
象
山
が
直
接
に
著
し
た
も
の
で
は
な
く
、
紙
幅
も
占
め
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
「
種
種
の
都
合
」
が
総
合
的
に
判
断
さ
れ
た
上
で
省
略
さ

れ
た
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
全
集
の
編
纂
方
針
、
す
な
わ
ち
、
象
山
の
編
纂
物
は
基
本
的
に
は
採
録
し
な
い
と
い
う
方
針
の
下
、『
琴
録
』
が

『
象
山
全
集
』
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
加
え
て
、
増
訂
版
全
集
で
『
琴
録
』
が
「
種
種
の
都
合
」
に
よ
り
未
収
録
と

な
っ
た
原
因
に
は
、
皇
国
教
育
の
時
代
背
景
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

本
稿
は
幕
末
の
思
想
家
佐
久
間
象
山
が
編
纂
し
た
『
琴
録
』
に
つ
い
て
、
書
誌
学
的
な
視
点
か
ら
考
察
を
行
っ
た
。
現
存
が
確
認
で
き

る
『
琴
録
』
の
版
本
は
京
大
本
と
狩
野
本
と
の
二
つ
で
あ
る
が
、
両
写
本
を
比
較
考
察
し
た
結
果
、
狩
野
本
『
琴
録
』
は
京
大
本
を
写
し

た
も
の
で
は
な
く
、
京
大
本
と
狩
野
本
は
同
一
祖
本
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
両
写
本
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
底
本
に
忠
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実
に
従
お
う
と
す
る
意
図
が
伺
え
る
が
、
狩
野
本
と
比
べ
て
京
大
本
が
よ
り
祖
本
を
再
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

京
大
本
『
琴
録
』
は
象
山
の
門
弟
で
あ
る
北
沢
正
誠
が
筆
写
し
た
も
の
で
、
狩
野
本
と
異
な
り
筆
写
者
で
あ
る
正
誠
の
案
語
（「
正
誠

案
」）
も
二
箇
所
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
箇
所
の
案
語
は
い
ず
れ
も
「
律
呂
」
に
関
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
正
誠
の
こ
の
よ
う
な
意
識

は
、『
琴
録
』
の
最
も
中
心
的
な
内
容
が
「
琴
声
」「
琴
律
」「
琴
度
」「
琴
調
」
と
い
う
琴
律
関
係
の
四
篇
で
あ
る
こ
と
と
通
底
し
、
さ
ら

に
象
山
に
お
け
る
『
琴
録
』
の
編
纂
意
図
、
つ
ま
り
「
士
大
夫
」
に
律
呂
・
声
調
の
知
識
を
普
及
さ
せ
、
古
楽
の
礼
楽
的
役
割
を
伝
え
る

こ
と
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
正
誠
は
、
師
の
象
山
の
律
呂
を
重
視
す
る
態
度
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
師
の
思
想
を
忠
実

に
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
『
琴
録
』
を
筆
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

紙
幅
の
関
係
に
よ
り
、『
琴
録
』
に
お
い
て
象
山
が
具
体
的
に
い
か
な
る
編
纂
形
式
を
取
り
、
ど
の
よ
う
な
経
典
を
参
考
に
し
、
い
か
な

る
内
容
を
採
録
し
て
い
た
の
か
、『
琴
録
』
を
通
し
て
い
か
に
自
分
の
礼
楽
思
想
を
主
張
し
て
い
た
の
か
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
の
そ
れ
ま
で

の
琴
学
思
想
・
楽
律
思
想
と
ど
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
相
違
し
て
い
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
は
割
愛
し
た
が
、
ま
た
別
稿
で
論
じ
た
い
。

注
本
稿
で
用
い
た
史
料
の
書
誌
は
次
の
通
り
。『
琴
録
』（
京
大
本
）：
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
佐
久
間
象
山
遺
稿
1
』、
請
求
番
号
：
維
新
／
サ
／
4
。

『
琴
録
』（
狩
野
本
）：
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
狩
野
文
庫
、
請
求
番
号
：
№
5

－

₁₇₃₄₆

－

1
。『
増
訂
象
山
全
集
』：
信
濃
教
育
会
編
、
信
濃
毎
日
新
聞
、
一

九
三
四
年
、
引
用
時
『
全
集
』
と
略
称
、
巻
数
と
頁
数
を
表
示
。『
象
山
全
集
』：
信
濃
教
育
会
編
、
尚
文
館
、
一
九
一
三
年
、
例
言
の
み
引
用
。

（
1
） 

拙
稿
「
佐
久
間
象
山
の
琴
学
に
関
す
る
一
考
察
」（『
九
州
中
国
学
会
報
』
57
、
二
〇
一
九
年
五
月
、
六
十
一
〜
七
十
五
頁
）
参
照
。

（
2
） 

実
際
、
長
野
県
長
野
市
真
田
宝
物
館
開
催
の
企
画
展
示
「
佐
久
間
象
山
の
世
界
」（
平
成
十
六
年
十
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
六
日
ま
で
）
で
は
、『
琴

録
』
の
実
物
が
京
都
大
学
附
属
図
書
館
か
ら
借
用
さ
れ
て
展
示
さ
れ
、
同
展
図
録
『
佐
久
間
象
山
の
世
界
』
に
そ
の
記
録
が
残
っ
て
い
た
（
真
田
宝

物
館
・
象
山
記
念
館
『
佐
久
間
象
山
の
世
界
』、
二
〇
〇
四
年
十
一
月
）。
た
だ
し
、『
琴
録
』
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
全
く
研
究
さ
れ
て
お
ら
ず
、
原

田
和
彦
氏
は
「
佐
久
間
象
山
関
連
資
料
に
つ
い
て
―
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
資
料
を
手
掛
か
り
と
し
て
」（『
松
代
』
第
19
号
、
二
〇
〇
五
年
、

二
二
〜
三
二
頁
）
と
い
う
論
文
の
中
で
、
論
文
最
後
の
資
料
付
表
に
お
い
て
『
琴
録
』
の
存
在
を
挙
げ
た
の
み
で
あ
る
。
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（
3
） 

北
沢
正
誠
に
つ
い
て
は
、
岩
生
成
一
「
忘
れ
ら
れ
た
歴
史
・
地
理
学
者
北
澤
正
誠
」（『
日
本
学
士
院
紀
要
』
第
42
巻
第
1
号
、
一
九
八
七
年
、
一

〜
十
四
頁
）
参
照
。

（
4
） 

注
（
2
）
原
田
和
彦
論
文
参
照
。

（
5
） 
『
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
狩
野
文
庫
目
録
　
和
書
之
部
』「
第
五
門
　
美
術
・
工
芸
・
技
芸
」（
丸
善
株
式
会
社
出
版
社
）、
一
四
一
頁
。

（
6
） 
村
上
康
子
「
誌
上
展
示
会
「
狩
野
文
庫
の
世
界
〜
狩
野
亨
吉
と
愛
蔵
書
」
―
狩
野
亨
吉
生
誕
150
周
年
記
念
企
画
展
―
」（『
東
北
大
学
附
属
図
書

館
調
査
研
究
室
年
報
』
3
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）、
八
五
〜
一
二
四
頁
。

（
7
） 

注
（
6
）
村
上
氏
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
第
一
回
の
納
入
時
だ
け
荒
井
泰
治
が
か
か
わ
り
、
そ
の
時
に
荒
井
泰
治
氏
寄
附
に
よ
る
狩
野
文
庫
受
入
印

も
作
ら
れ
た
が
、
詳
細
な
作
成
時
期
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
。

（
8
） 

注
（
6
）
村
上
康
子
論
文
参
照
。

（
9
） 

な
お
、
書
き
込
み
が
残
さ
れ
た
の
は
、「
琴
原
」
篇
の
八
丁
表
（
本
文
に
符
号
）、「
琴
声
」
篇
の
七
丁
裏
（
頭
注
に
書
き
込
み
）、「
琴
律
」
篇
の
一

丁
表
（
頭
注
に
書
き
込
み
）、
七
丁
表
（
本
文
に
書
き
込
み
）、
七
丁
裏
、
八
丁
裏
、
九
丁
表
、
十
三
丁
表
、
十
三
丁
裏
（
と
も
に
頭
注
・
本
文
に
書

き
込
み
）、
十
五
丁
表
（
頭
注
に
書
き
込
み
、
本
文
に
符
号
）、
十
五
丁
裏
（
頭
注
・
本
文
に
書
き
込
み
、
本
文
に
符
号
）、
十
七
丁
裏
（
頭
注
に
書
き

込
み
、
本
文
に
符
号
）
と
な
る
。

（
10
） 

詳
細
は
杉
本
つ
と
む
「
佐
久
間
象
山
『
増
訂
荷
蘭
語
彙
』
の
小
察
」（『
日
本
歴
史
』
第
四
一
五
号
、
一
九
八
二
年
、
一
〜
十
八
頁
）
参
照
。

（
11
） 

な
お
、
こ
れ
ら
象
山
の
編
纂
物
は
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
序
文
が
『
増
訂
版
象
山
全
集
』
巻
一
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
12
） 

注
（
2
）
原
田
和
彦
論
文
参
照
。

（
附
記
）
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
五
月
十
一
日
に
尚
絅
大
学
で
開
催
さ
れ
た
九
州
中
国
学
会
第
六
十
七
回
大
会
で
の
研
究
発
表
に
基
づ
き
作
成
し
ま
し
た
。

当
日
、
ご
教
示
頂
い
た
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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京
大
本
﹃
琴
録
﹄︵
上
︶
と
狩
野
本
﹃
琴
録
﹄︵
上
︶
と
の
対
照
表

篇
名

丁
数

京
大
本
『
琴
録
』（
上
）

狩
野
本
『
琴
録
』（
上
）

序

2
丁
表

「
但
恨
家
少
蔵
書
、
多
所
遺
漏
、
尋
有
所
得
當

續
書
之
、
誠
頗
同
好
之
君
子
、
肯
就
此
而
有

考
焉
」

「
但
恨
家
少
蔵
書
、
多
所
遺
漏
尋
有
所
得
當
續

書
之
誠
頗
同
好
之
君
子
肯
就
此
而
有
考
焉
」

後
序

1
丁
表

「
次
之
以
琴
致
、
得
致
必
在
知
要
」

「
次
之
以
琴
致
、
得
致
必
在
知
要
」

琴
原

1
丁
裏

（
付
箋
）「
可
収
于
理
」

「
故
宮
動
脾
而
和
正
聖
、（
中
略
）
下
以
變
化

黎
庶
也
、」（
頭
注
「
此
一
段
可
削
」）

「
故
宮
動
脾
而
和
正
聖
、（
中
略
）
下
以
變
化

黎
庶
也
」（
頭
注
「
此
一
段
可
削
」）

3
丁
表

「
而
作
者
命
其
曲
曰
操
」

「
困
厄
窮
迫
」

「
而
作
者
令
其
曲
曰
操
」

「
困
厄
窮
迎
（
迫
）」

3
丁
裏

「
亦
曰
、
八
音
廣
傳
」（
付
箋
「
亦
又
誤
」）

「
夫
作
五
弦
之
琴
」

「
亦
曰
、
八
音
廣
傳
」（
頭
注
「
亦
又
誤
」）

「
夫
作
五
強
之
琴
」

4
丁
裏

「
大
為
典
誥
」

「
大
焉
（
為
）
典
誥
」

5
丁
裏

「
故
大
琴
必
以
大
琴
配
之
」

「
故
大
琴
必
以
大
琴
（
瑟
）
配
之
」

7
丁
表

「
秦
高
山
流
水
」（
付
箋
「
秦
奏
誤
」）

「
奏
高
山
流
水
」

7
丁
裏

「
師
之
不
善
、
琴
之
羞
也
」

「
師
之
不
善
、
琴
之
差
也
」

8
丁
裏

「
然
論
其
功
身
可
行
者
」（
付
箋
「
功
切
誤
」）
「
然
論
其
切
身
可
行
者
」

琴
体

1
丁
表

「
義
削
桐
為
琴
、
面
圓
法
天
」

「
成
以
壓
桑
之
絲
」（
付
箋
「
壓
檿
誤
」）

「
義
削
桐
為
琴
面
、
圓
法
天
」

「
成
以
檿

（
マ
マ
）桑
之
絲
」

1
丁
裏

「
先
襦
謂
伏
義
蔡
邕
以
九
」（
付
箋
「
襦
儒

誤
」）

「
先
儒
謂
伏
義
蔡
邕
以
九
」

2
丁
裏

「
臨
岳
若
山
岳
峻
極
用
棗
木
」

「
臨
岳
若
山
岳
峻
極
用
棗
本
（
木
）」

3
丁
裏

「 

清 

晴 

而
雨
濁
」

「 

晴 

清 

而
雨
濁
」

琴
声

1
丁
裏

「
必
曰
長
三
尺
六
寸
、
象

之
日
」

「
因
張
弓
附
案
泛
其
絃
而
十
三
徽
聲
具
焉
」

「
必
曰
長
三
尺
六
寸
、
象

（
暮
）
之
日
」

「
因
張
弓
附
案
泛
其
絃
而
十
三
徽
聲
其
（
具
）

焉
」

2
丁
表

「
始
以
絲
泛
桐
」

「
絃
盡
則
聲
滅
」

「
始
以
絲
泛
相
（
桐
）」

「
絃
盡
則
聲
減
（
滅
）」

3
丁
表

「
正
副
相
應
一
絃
含
十
三
種
」

「
琴
含
大
虚
」

「
啓
曰
、
縦
横
無
常
名
、
経
緯 

近 

無 

形
」

「
正
副
相
應
一
絃
合
（
含
）
十
三
種
」

「
琴
含
（

）
大
虚
」

「
啓
曰
、
縦
横
無
常
名
、
経
緯
無
近
形
」

3
丁
裏

「
故
崔
陳
之
倫
、
各
有
所
當
」（
付
箋
「
倫
論

誤
」）

「
故
崔
陳
之
論
、
各
有
所
當
」

4
丁
裏

「
變
徽
生
清
宮
、
故
在
二
絃
七
絃
」

「
變
徽
生
清
宮
、
故
在
二
絃
七
絃
」

9
丁
表

「
以
鳴
下
六
字
疑
衍
」

「
以
鳴
下
六
字
疑
術
（
衍
）」

9
丁
裏

「
宮
声
沈
厚
、
粗
大
而
下
」

「
宮
声
沈
厚
租
（
粗
）
大
而
下
」

写真１－１
（京大本「琴原」篇７丁表）

写真１－２
（狩野本「琴原」篇７丁表）
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篇
名

丁
数

京
大
本
『
琴
録
』（
上
）

狩
野
本
『
琴
録
』（
上
）

（
琴
声
）

続
き

10
丁
表

「
自
敏
調
之
如
清
心
審
照
閣
」

「
自
敏
謂
之
如
清
心
審
照
閣
」

10
丁
裏

「
迭
則
舌
柱
齒
」

「
羽
声
自
腎
交
于
髄
、
而
通 

耳 

于 

」

「
徽
出
于
舌
、
羽 

于 

出 

唇
」

「
迭
則
舌
桎
（
柱
）
歯
」

「
羽
声
自
腎
交
于

、
而
通
于
耳
」

「
徽
出
于
舌
、
羽
出
于
唇
」

11
丁
表

「
至
角
則
案
牙
而
呼
、
半
開
半
闔
」

「
至
角
則
案
牙
而
呼
、
半
開
半

（
闔
）」

11
丁
裏

「
角
為
天
三
本
」

「
角
為
天
三
本
」（
頭
注
「
本
木
誤
」

琴
律

1
丁
表

「
自
七
暉
至
龍
齦
」

「
曰
九
九
八
十
一
、
以
為
宮
」

「
得
五
十
四
以
為
祉
」

「
自
七
暉
至
蘢
齦
」

「
曰
九
九
八
十
一
、
以
為
官
（
宮
）」

「
得
五
十
四
以
為
社
」

1
丁
裏

「
無
射
四
寸
八
分
八
釐
四
毫
八
絲
」

「
無
射
四
寸
八
分
八
釐
八
絲
」

2
丁
表

「
仲
呂
六
寸
五
分
八
釐
三
毫
四
絲
六
忽
」

「
並
用
太
史
公
九
分
寸
法
約
定
」

「
所
以
分
五
声
之
位
」

「
中
呂
六
寸
五
分
八
釐
三
毫
四
絲
六
忽
」

「
並
用
大
史
公
九
分
寸
法
約
定
」

「
所
以
分
五
声
之
位
」

2
丁
裏

「
慒
不
知
其
所
自
来
、
則
恕
不
免
有
未
盡
耳

矣
」

「
無
乃
出
於
傳

率
合
之
私
耶
」

「
憎
不
知
其
所
自
来
則
恕
不
免
有
未
盡
耳
矣
」

「
無
乃
出
於
傳

率
合
之
私
那
」

5
丁
裏

「
闕
地
為
坎
盈
尺
之
下
」

「
而
実
土
埋
之
」

「
闕
︵
マ
マ
︶地
為
坎
盟
尺
之
下
」

「
而
実
土
埋
文
（
之
）」

6
丁
裏

「
然
明
者
、
觀
之
以
其
所
異
、
乗
除
準
望
」

「
一
旦
臆
度
、
而
誦
言
之
」

「
然
明
者
、
觀
之
以
其
所
異
、
哀
除
準
望
」

「
一
旦
聴
度
、
而
誦
言
之
」

7
丁
表

「
啓
曰
（
中
略
）
嘗
讀
律

正
義
・
琴
旨
・
二

書
」

「
啓
曰
（
中
略
）
嘗
讀
律

正
義
・
琴
旨
・
二

書
」

8
丁
表

「
故
第
三
音
為
角
声
分
者
、
不
應
姑
洗
也
」

（
付
箋
「
也
之
誤
」）

「
故
第
三
音
為
角
声
分
者
、
不
應
姑
洗
也
」

（
頭
注
「
也
之
誤
」）

9
丁
裏

「
若
以
五
声
之
位
、
得
絃
度
之
長
短
」

「
若
以
五
声
之
位
、
得
絃
度
之
長
短
」

10
丁
表

「
四
絃
属
商
、
五
絃
属
角
矣
」

「
四
絃
属
商
、
五
絃
属
角
矣
」

11
丁
表

「
故
平
之
以
六
者
、
即
黄
鐘
之
数
」

「
明
乎
六
之
平
、
而
陽
有
六
律
、
陰
有
六
呂
」
「
故
半
之
以
六
者
、
即
黄
鐘
之
数
」

「
明
乎
六
之
乎
、
而
陽
有
六
律
、
陰
有
六
呂
」

11
丁
裏

「
所
以
修
潔
百
物
、
考
神
納
賓
也
」

「
所
以
修
潔
百
物
、
乃
神
納
賓
也
」

13
丁
裏

「
大
呂
者
建
丑
之
律
也
、
是
謂
陰
律
之
始
」

「
大
呂
者
建
丑
之
律
也
、
是
謂
陰
律
之
始
」

14
丁
裏

「
然
惟
四
律
以
鐘
名
者
」

「
終
惟
四
律
以
鐘
名
者
」

16
丁
表

「
頗
合
陰
陽
消
息
之
道
」

「
順
合
陰
陽
消
息
之
道
」

16
丁
裏

「
蕤
賓
上
（
下
）
生
大
呂
、
大
呂
下
生
夷
則
」
「
蕤
賓
上
生
大
呂
、
大
呂
下
生
夷
則
」

19
丁
表

「
啓
曰
、
此
篇
已
名
以
琹
律
」

「
啓
曰
、
此
篇
已
名
以
琹
律
」

19
丁
裏

「
以
究
律
之
呂
義
、
如
此
」

「
以
究
律
之
呂
義
、
如
此
」

写真２－１
（京大本「琴体」篇３丁裏）

写真２－２
（狩野本「琴体」篇３丁裏）

※
表
の
凡
例

　 
作
表
の
便
宜
上
、『
琴
録
』
原
文
で
の
挿
入
文
字
に
つ
い
て
は
上
付
文
字
に
て
表
示
し
、「
〃
」

印
で
見
せ
消
ち
さ
れ
た
文
字
に
つ
い
て
は
、
左
側
に
二
重
下
線
と
太
字
で
そ
の
文
字
を
示
し
た

上
で
、（ 
）
の
中
に
お
い
て
正
し
い
文
字
を
表
示
す
る
。
入
れ
替
え
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
原

文
通
り  
　
　
　
の
記
号
を
用
い
て
示
す
。


